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地域の現状と課題について
南区は高齢化率の高い地域であり、北永田地区、永田みなみ台地区、南永田山王台地区も高齢者の多い地域になる。地
域のほとんどが住宅地であり、長く定住されている方が多く独り暮らし高齢者が増えているのが現状である。各地区ともに
担い手不足が深刻化し、新たな担い手の確保が急務となっている。また、外国人居住者も増えてきており、生活環境が変
化してきている。
[北永田地区]
永田地域ケアプラザから離れている地域にあり、３地区の中で人口が最も多く高齢者も多いが若い世代も多いため他の地
区に比べ高齢化率は低い。地域活動が活発な地域で、集いの場を民間企業と協力して設置するなど地域の問題に目を向
けた活動を展開している。
[永田みなみ台地区]
南永田団地は４０年が経過し、居住者の高齢化や独り暮らしとなるケースが増えている。高齢化率は３０％を超える地域で
あるため高齢者支援が必要であり、見守り隊や高齢者サポート委員会などの住民組織が運営されている。また、地域の活
性化のための検討委員会も発足している。従前より団地には分譲（一街区）と賃貸（二街区、三街区）があり、情報の取得
や支援の方法を変える必要がある。
[南永田山王台地区]
各団体の活動が活発に行われている地域になる。民生委員と友愛活動員による定期的な会合があり、見守り活動が継続
して展開されている。高齢者サロンを展開するにあたり、南永田地域と山王台地域の環境による（山坂）問題で統一したサ
ロンが運営できない状況にあるものの町内会単位で必要に応じて小規模の高齢者サロンを展開している。

今年度の重点目標
「住みなれた街でいつまでも健康に安心して暮らしていただく」ことを施設の理念として、南区地域福祉保健計画に基づき、
担い手の育成、情報の発信、活動場所の提供、福祉保健サービスの充実、災害時要援護者支援の推進を行う。
地域包括ケアシステムを構築するため、地域ケア会議や協議体を通して地域課題の抽出や地域での解決を支援する。ま
た、多職種が協働して、高齢者見守り活動の支援や認知症サポーター養成講座の普及、高齢者サロン、介護予防教室の
開催などを支援する。継続した取り組みとして、介護と医療の連携のための交流会を開催し、「顔の見える関係」を構築す
る。
各地区ともに様々な活動の担い手不足が深刻なため、ボランティア養成講座や交流会を開催し、担い手の発掘や育成に
力を入れる。

(1)総合相談（高齢者・こども・障害者分野等の情報提供）
高齢者・障害・こども等幅広い分野の相談について、地域の特徴やニーズを把握したうえで情報提供を行うとともに、関係
機関を紹介、連携して問題解決に取り組む。
ケアプラザでの相談だけでなく、自主事業・会議、地域の会合等さまざまな場面で相談を受け付け、状況に応じた情報提供
を行い、地域にケアプラザの機能を知っていただき活用を促す。

(2)各事業の連携
毎月第３金曜日に開催している常勤職員による全体会議で、各部門の課題を共有し解決する。また、各部門間の会議も定
例で開催し、ケアプラザにおける業務の共有化と向上を図る。
認知症サポーター養成講座をはじめ、地域のイベント等では包括支援センターと地域活動交流、生活支援コーディネー
ターで連携し活動を支援する。
区内の他地域ケアプラザを含めて、地域内で連携が必要な事業所とは、メーリングリスト等を活用し、必要な情報の共有化
や意見交換を効率的に行えるように仕組み作りを行う。

(3)職員体制・育成、公正・中立性の確保
地域特性を判断した上で、適切な人員配置を行い、地域と施設が対話しより良いケアプラザ運営が勧めていけるように尽
力していく。集められた情報は、職員全体会議、包括ミーティング、地域交流会議、居宅会議で共有し課題解決を図る。
研修計画に従い、内部・外部研修に参加するとともに、各種連絡会に参加し、常に最新の情報を習得できるようにしていく。
・内部研修（個人情報保護、非常災害時対応、認知症対応、介護予防、感染症対策
身体拘束廃止、リスクマネジメント、虐待防止、法令遵守等）
・外部研修（市社協・県社協主催研修会、高齢福祉部会主催研修、行政主催研修等）
公正中立性の確保についての基本的な考え方として、包括支援センターが要介護者等から相談を受け、居宅介護支援事
業所を選択するにあたり、適切な情報提供をおこない地域の居宅介護支援事業所を当事者自身で選んでいただけるよう
支援する。具体的には、横浜市が監修している『ハートページ』の情報をもとに情報提供を行い、多様な事業所から選んで
いただく体制を整える。また、介護保険の集中減算だけでなく、選択された事業所をカウントすることにより、大幅な偏りが
発生しないようにチェックする。

(4)地域福祉保健のネットワークの構築
地域の福祉保健団体等と連携し、情報共有や地域のニーズを把握し、事業を共催するなどネットワークづくりに取り組む。
また、区役所や社会福祉協議会との定例会議や民児協や連合町内会を通じて情報を共有する。
支えあい祭りを関係機関と連携して開催し、『顔の見える関係づくり』を構築する。各団体の活動や情報の共有を図り、地域
課題解決の一助となるようなネットワーク作りを目指す。支えあい祭りの運営は地域を主体とした実行委員会を設置して行
うことで、地域と繋がりのある関係づくりを推進する。
南中学校地域防災拠点の運営委員会に運営委員として参加し、福祉避難所としての役割を担えるよう周知する。

(5)区行政との協働
地域の方が安心してその人らしい生活を継続させるために、地域福祉保健計画・地区別計画、包括的継続的ケアマネジメ
ント業務を南区役所、南区社会福祉協議会と協働して推進していく。地区懇談会や地区社会福祉協議会の総会などに積
極的に参加し情報を収集し、永田３地区の地域特性などを踏まえ課題を解決していけけるよう支援する。
包括的継続的ケアマネジメント業務の推進では、包括支援センターが中心となり地域ケア会議を開催し、地域での問題点
を明らかにして必要な地域ニーズを行政・地域と共有して、地域で課題を解決出来る体制づくりを進めていく。
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２　事業計画
１　施設名：横浜市永田地域ケアプラザ

１　全事業共通
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(1)自主企画事業
高齢者を対象としたミニデイサービス「なごみ」を運営しているボランティアグループ「なごみ」を支援し、介護予防を推進す
る。障害を持つ方たちの居場所「カフェスマイル」については、地域のニーズを踏まえ、年数回の開催とする。一方で、個別
支援級に通う児童とその親のグループが当館をベースに活動しており、利用者と接する中から得たニーズに応え、障がい
児余暇支援企画「バオバブ」の開催数を増やし、柔軟に対応できるよう取り組む。
未就園児の親子を対象とした子育てサロン「たんぽぽ」を定期で開催する。また、年間を通して、子育て支援拠点「はぐはぐ
の樹」や永田保育園との共催事業を展開し、子育て支援に取り組む。前年度実施した子育て世代の親を対象にした連続講
座「永田deはぐくむ わくわく教室」は、子育て世代の仲間作りの機会や地域とのつながり、担い手の育成を目標に実施し、
一定の成果が得られたことから、継続開催する。加えて、地域で立ち上がった子育てサロン（ぽてと、つくしんぼ、まんま）の
後方支援をしていく。ケアプラザと関わりの薄い地域住民を対象とした趣味講座『お楽しみ講座』を開催し、ケアプラザの周
知と地域の担い手の発掘等を行う。

(2)福祉保健活動団体等が活動する場の提供
地域で活動している福祉保健活動団体に対して積極的にケアプラザの利用をＰＲし、安定的に活動を支援していけるよう
部屋の貸出など支援を行う。貸館の利用状況は、窓口で確認できるほかホームページ上でも公開し、利用しやすい環境を
整える。
ケアプラザに訪れる機会のない地域住民を対象とした『お楽しみ講座』を年４回開催する。開催後は、自主グループ化を目
指しボランティア活動を行う福祉保健活動団体へと発展できるよう支援する。
永田支えあい祭りでは貸館利用団体にも参加していただき、互いの活動を知る機会を設け新たな活動のきっかけ作りを支
援する。
(3)ボランティアの育成及びコーディネート
南区社会福祉協議会ボランティアセンターと連携を図りながら、ボランティアの育成と同時に、地域の中で負担のない見守
り活動や、個別支援を支える地域ボランティア育成を行う。具体的には、ケアプラザで行う事業を継続して行うために、「永
田通信」等の広報誌にボランティア募集の項目を載せ、新たな人材の発掘を行う。また、「ちょこっとボランティア」は地域の
ニーズに応えられるようボランティア募集を継続して行い、登録人数を増やしていく。登録後のボランティアには、定期的な
会合の開催をして継続した活動を支援する。ボランティア交流会を年２回開催し、日頃のボランティア活動に対しての労いと
意見交換を行い今後の活動を支援する。
よこはまシニアボランティアポイント事業を活用し、高齢者のボランティア活動を支援するため、年２回の登録研修会を行
う。子どもの見守りボランティア講座を年１回開催し、人材の発掘と育成をおこない、地域の担い手として活躍できるよう支
援していく。
ボランティアの登録人数を増やすために、地域の会合やお祭りに参加しボランティアの募集を行うなど、地域の方々へ継続
したＰＲ活動を行う。登録後のボランティアに対しては、定期的な会合の開催と能力のレベルアップを目的とした研修会を開
催する。昨年度実施した"子育て世代の親を対象にした連続講座「永田deはぐくむ わくわく教室」"は、参加者が担い手とな
り、新たな活動へと繋がっていったことから、継続的に支援し、担い手の育成と発掘に努める。

(4)福祉保健活動等に関する情報収集及び情報提供
地域で開催されている高齢者や子育てのサロン、高齢者給食会、行事、民生委員児童委員協議会などに積極的に参加
し、福祉保健活動に関する情報収集を行い地域課題や活動の支援などを行う。
広報誌「永田通信」や「月ポスター」を定期的に配布し、情報が地域に十分届くように努める。また、「永田通信ブログ版」
は、年々アクセス数が向上し、PRの効果が高まっていることから、引き続き事業の情報や地域の活動などを掲載し、幅広く
情報発信することに努める。地域アセスメントシートを継続して作成し、今後地域のニーズに応えるための情報として役立
てるため、適宜更新を行う。永田支えあい祭り等において地域で活動している団体の紹介を行い、地域とのつながる事の
きっかけとなるよう積極的に支援する。企画・運営については、地域住民から実行委員を選出し、地域主体の行事として行
えるように支援を行う。

(1)事業実施体制
住み慣れた地域の中でいつまでも暮らし続けることを目標として、主に高齢者を対象とした地域の支え合いや健康づくり、
介護予防の支援、生活支援サービスの充実に取り組む。また、南区役所や南区社会福祉協議会など関係機関と連携し、
地域課題の解決に取り組む。

(2)地域アセスメント（ニーズ・資源の把握・分析）
民児協や地区社会福祉協議会の会議、福祉保健団体の会合、地域のサロンや老人会などに参加し、地域の状況や課題
を把握する。また、地域活動交流や包括支援センター、居宅部門などが把握している生活支援につながる情報を整理し、
地域へ情報提供できる体制を整える。各地区の課題解決のために、地域住民と一緒に話し合いができる場として協議体を
開催する。また、南区役所や第一層の生活支援コーディネーターと情報を共有し、今後の取り組みについて協働する。

(3)連携・協議の場
既存の活動団体について調査し、生活支援や介護予防、社会参加にかかわる活動・サービスを調べ、継続や発展させるた
めに具体的な企画立案及び取組を行うために協議体を開催する。また、協議体の開催という形にこだわらず、様々なネット
ワークや会議を利用し、生活支援について協議する。
　地域における生活支援に係る活動の立ち上げには積極的に介入し、活動が発展していけるよう継続的に働きかけを行
う。

(4)より広域の地域課題の解決に向けた取組
永田３地区の地域資源を把握し、福祉保健活動団体の情報をデータベースに整理する。民間企業やＮＰＯ法人など様々な
分野の活動と連携し、新たな取り組みや支援のシステムを構築する。また、介護や医療の事業者と町内会や自治会、ボラ
ンティア団体など生活を支える多様な主体を結び付け「顔の見える関係」を構築し、地域包括ケアシステムを支援する。

２　地域活動交流事業

３　生活支援体制整備事業
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(1)総合相談支援業務
①地域におけるネットワークの構築
地域の会合への参加や区役所の支援チーム等の会議を通じて、地域包括ケアシステムの構築に向けた情報を共有し、地
域でできることを模索し、関係機関とのネットワークの構築を図る。
地域ケア会議や協議体の充実を図り、福祉保健団体のほか、民間企業やＮＰＯ法人など幅広い関係者の参加を求め、ネッ
トワークの一層の拡大や強化を目指す。

②実態把握
区役所、関係機関、民生委員、地域住民等からの情報収集や地域の会合へ積極的に参加することにより地域の高齢者の
実態を把握していく。また、永田地域ケアプラザまで来られない地域住民を対象に地域の町内会館を中心にした『出張相談
会』を各地域で開催していく。開催にあたっては、他講座と同時に開催し、多くの方に足を運んでいただけるように実施す
る。
相談から地域の傾向について、地域の傾向や民生委員との情報交換を密に行っていくことで対象者の把握を継続してい
く。

③総合相談支援
地域の身近な相談窓口としての役割を果たすため、福祉・保健に関わる様々な分野の情報収集に努めるとともに、各関係
機関と連携していく。一般高齢者、要介護（支援）者、家族、医療関係者、介護事業者などの異なる対象者に対して、３職種
（主任ケアマネジャー、看護師、社会福祉士）それぞれの専門性を生かした支援を展開していく。相談に対しては、相談者
のニーズに応じて、訪問など迅速に対応し、的確な状況把握をしたうえで、サービスの提案や情報提供、関係機関への繋
ぎを行っていく。また、相談内容の緊急性（虐待など）を考慮に入れて、必要に応じて区役所と連携しながら支援計画を立て
て介入を行う。

(2)権利擁護業務
①成年後見制度の活用促進・消費者被害の防止
地域住民や福祉関係者を対象として、成年後見制度や相続・遺言、消費者被害などに関する勉強会や相談会を開催し、制
度や法律の普及啓発に努める。
認知症などにより契約行為や金銭管理が困難な利用者に対して、区役所や社会福祉協議会と連携・検討しながら、必要に
応じて成年後見制度や日常生活自立支援事業の紹介連携を行う。また、成年後見制度の利用を望まれる場合や、制度の
利用が必要であると判断した場合は必要に応じた申立ての支援を行う。

②高齢者虐待への対応
高齢者虐待が発見された場合には、直ちに区役所に報告を行うとともに、関係機関と連携をとり、チームで被虐待高齢者
や養護者を支援する。地域住民等に対し高齢者虐待防止に関する普及啓発や「介護者サロン」を年６回開催し、男性介護
者の孤立や介護情報を共有の場として活用しつつ、虐待を未然に防ぎ、虐待が起きた場合にも早期発見が出来る仕組み
作りに努める。

③認知症
認知症の方や家族が地域で安心して地域で生活出来るように、環境づくりも含めた専門的支援を行う。具体的には『認知
症サポーター養成講座』を認知症キャラバンメイト、社会福祉協議会とともに開催し、地域住民や福祉関係者に対し、認知
症についての正しい知識や認知症高齢者への対応についての普及活動を行う。また、近隣の小学校や中学校、老人会等
に対して、その年代に応じた認知症教育を実践し、地域で認知症を支える環境を整える支援を行う。

(3)包括的・継続的ケアマネジメント支援業務
①地域住民、関係機関等との連携推進支援
地域の会合やイベントに参加し、出張相談会や出前講座を通して地域包括支援センターの役割や介護保険制度等につい
て周知する。
インフォーマルサービスについて、その活動内容や特徴、連絡先など情報を整理して、地域の方やケアマネジャー等に情
報を提供する。
民生委員とケアマネジャーの交流会を開催し、共通の課題についての話し合いや学習の機会を設け、「顔の見える関係」を
構築する。
認知症啓発事業を継続し、地域が認知症に対する理解を深めることが出来るよう啓発を行う。また、近隣の小学校や中学
校、老人会に対しても地域・行政と協働して認知症啓発を行う。

②医療・介護の連携推進支援
医療関係者と連携が図れ、利用者を中心とした支援が円滑に行われるように関係を構築していく。ケアマネ勉強会『やまさ
かネット』をケアプラザの施設協力医と協働し、年に６回開催する。永田地区を担当しているケアマネジャーに定期的な勉
強会を提供することで専門的知識の向上やケアマネジメント力の向上を図る。

③ケアマネジャー支援
地域のケアマネジャーからの相談を受け付け、積極的に支援していく。また支援困難事例を抱えたケアマネジャーに対し多
職種、多機関と連携を図り、問題解決に向け支援していく。ケアマネ連絡会等で地域包括支援センターが個々のケアマネ
ジャーの相談窓口であることを案内し、随時相談を受けていく。
ケアマネジメントに関する問題点等の解決を目的に勉強会を行い、それぞれが抱える困難ケース等の支援を行政機関と共
に継続して行う。また行政を通した情報収集等を行う窓口的役割を担う。現代のニーズに即した情報を収集し、勉強会や研
修会、ケア検討会などをケアマネジャーだけでなく多機関を加え地域ケアマネジメントの促進を図る。また、新任ケアマネ
ジャーに対する実習の受け入れを行い、状況に合わせ実習計画を作成し、問題点を解消できるよう支援する。

４　地域包括支援センター運営事業
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(4)多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築・地域ケア会議
地域包括支援センターを中心として、地域ケア会議や勉強会を開催し、永田地区の保健・福祉・医療の専門職相互の連携
を図り、さらに民児協や地区社会福祉協議会、ボランティア等のインフォーマルな活動を含めた地域の様々な資源を活用
し、高齢者が継続的に地域で生活が送られるように支援する。
また、民生委員とケアマネジャーの交流会を実施し、インフォーマルなサービスを含め介護、医療、地域が一体となって地
域を支援する。

(5)介護予防ケアマネジメント(指定介護予防支援事業・第１号介護予防支援事業)
生活圏域で行われている地域情報を得ながら、インフォーマルサービスも含めたサービスを活用し、自宅での生活が継続
できるよう最新情報を収集していき、ケアマネジメントを行っていく。
マニュアルに沿ったケアマネジメント業務を行う。利用者の状況によりケアプランを変更しながら適切に支援していく。３職種
が定期的に話し合いをもち、支援困難な状況にある利用者について事前に解決していく。
関連機関（区役所・民生委員・サービス事業者等）と協力し、利用者が自立した生活を送れるよう支援していく。
居宅介護支援事業者へ業務委託を行い利用者のケアマネジメントが滞りなく行えるように３職種で情報を共有する。

(6)一般介護予防事業
地域住民が参加しやすい場所を選定して開催できるよう町内会館等を会場選定し、介護予防サポーターと協力しながら啓
発活動を行っていく。
[口腔ケア講座、食事講座、介護予防教室、医学講座、お元気で２１健診、人材育成（地域の実情に合わせて企画、介護予
防活動の情報交換会や研修など）、元気づくりステーションの継続活動支援、地域住民主催の介護予防に準ずる教室の活
動支援等]
身近な場所で気軽に参加できる活動を増やすことを目標に、既存の永田歌声広場、体操教室や脳トレウォーキングの活動
継続支援や、介護予防教室の新規立ち上げ支援（山王台）を重点に実施していく。医学講座を北永田地区社協と協働で開
催する。リハビリ職からの助言をもとに介護予防に関する意識付けを歌声広場に継続実施する（２年目）。

(1)施設の維持管理
＜開館時間＞
　年末年始（１２月２９日～１月３日）を除く午前８時３０分～午後９時（第三月曜・日曜・祝日は午後５時まで）
＜建物・設備の保守点検、清掃作業＞
委託契約先　国際ビルサービス（株）
委託内容　　①建築物・設備保守点検業務　②清掃業務（定期清掃・害虫防除）
　
＜警備業務＞
委託契約先　京浜警備保障（株）
委託内容　　機械警備業務

(2)効率的な運営への取組
指定管理者として、公の施設を適切に管理し地域ケアプラザが安全に安心して利用できる施設として、地域住民の財産と
なるように努める。設備等の故障により、利用者に不便をかけることのないよう今後も維持管理を適切に行う。設備管理に
おける委託業務者を選出するにあたっては、設備管理についての質の確保と、経費削減を同時に行う。また、経年劣化を
考慮し、区と連携を図りながら適切に対応する。

(3)苦情受付体制
「横浜市内所在施設の苦情解決に関する規定」に則り対応する。
＜苦情への対応手順＞
苦情の申し出先がわかるように、施設内に苦情受付について受付担当者、解決責任者、第三者委員名等を記載し掲示す
る。
＜苦情解決の仕組みに対する市民への周知方法＞
①苦情解決窓口及び担当者、責任者の氏名、第三者委員氏名、連絡先の掲示
②提案や意見を募るためにご意見箱を設置

(4)緊急時（防犯・防災・その他）の体制及び対応
防災に関しては「永田地域ケアプラザ災害時対応マニュアル」「消防計画」を策定している。年数回の避難誘導訓練・初期
消火訓練を実施し、防災意識の向上に努める。南区との協定による福祉避難所として、地域防災拠点で避難生活を送るこ
とが困難な方々を受け入れることができるように備える。また、南中地域防災拠点の運営委員として訓練や会議に参加し、
福祉避難所の周知を徹底する。
緊急時の対応については、初期対応から迅速かつ適切な行動が出来るように、緊急時対応マニュアルを策定し、職員会議
や研修時に確認するとともに、防災訓練時に緊急時の対応についても訓練を行う。
南区との協定による福祉避難所として、地域防災拠点で避難生活を送ることが困難な要援護者を迅速に受け入れられるよ
う対応する。

５　その他

６　施設の適正な管理
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(5)事故防止への取組
事故防止策では、「横浜市地域ケアプラザ・事故防止の手引き」を職員がいつでも閲覧できる場所に置き意識向上に努め
る。また、「手引き」をテキストとして内部研修で活用し、事故の予防に努め、事故発生時には事故対応マニュアルに則り対
応を行えるように備える。
「防げる事故は起こさない」「事故は未然に防ぐ」を目的とし「ヒヤリハット報告書」を活用することでリスク管理を行いその防
止に努める。
事故発生時は、初動対応を正確かつ迅速に行い、関係機関に連絡、報告を義務づける。また、再発防止の為に「報告書」
の作成を行い、職員全員に回覧する。通所介護では、事故防止の意識が向上するように月例の会議や毎日のミーティング
で事故事例の検証や事故予防の啓発を行う。

(6)個人情報保護の体制及び取組
法人の「個人情報保護に関する基本方針」及び「個人情報管理規定」に基づき個人情報の管理保護に努める。個人情報の
ＦＡＸ送信時、郵送時には必ず二人体制でダブルチェックを行い、誤送付防止に努める。職員全体会議時に個人情報保護
の取り扱いについての研修を行う。ＵＳＢメモリは原則使用せず、特別に必要と認められる場合を除き（出前講座など）ＵＳ
Ｂメモリの持ち出しをしないように徹底する。

(7)情報公開への取組
「横浜市永田地域ケアプラザ情報公開規程」に則り対応できるように備える。情報公開へは施設内受付とホームページ上
で積極的に開示する。具体的には、事業計画・報告、収支状況、利用者アンケートの結果、苦情対応結果、第三者評価結
果などを誰もが閲覧できるようにする。
ホームページ等の公開により、施設のイベント・教室開催情報や地域情報等を地域に向けて配信できるような情報公開を
行う。

(8)人権啓発への取組
横浜市の人権尊重のための指針「一人ひとりの市民が互いに人権を尊重しあい、ともに生きる社会」の実現に向けて、職
員はもちろんのこと、地域の中でも意識が高まるような勉強会や研修の実施を様々な観点から実施する。

(9)環境等への配慮及び取組
省エネルギー対策として、ゴミの減量化など良好な環境を維持するために、節水や節電を行う。また、コピー用紙の裏面使
用の励行やゴミの分別収集など、職員一人一人が「限りある資源を大切にする」という意識を持つようにする。
電力消費がピークになる夏季は、緑のカーテンやすだれを用いて室内温度の上昇を緩和し、軽装を心がけ、扇風機やうち
わを使用し、電源などはこまめに切るなど節電に努める。
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(1)指定介護予防支援事業・第１号介護予防支援事業
①職員体制
地域包括支援センター職員が中心となり、総合事業対象者や要支援の認定を受けた利用者のニーズを把握し、介護予防
サービスを適切に受けられるように計画策定及び支援を行う。地域包括支援センターが担当している利用者については、
居宅介護支援事業と協力し３職種の仕事に影響が出ないように調整しながら対応する。

②目標
生活圏域で行われている地域情報を得ながら、インフォーマルサービスも含めたサービスを活用し、自宅での生活が継続
できるよう最新情報を収集していき、ケアマネジメントを行っていく。
マニュアルに沿ったケアマネジメント業務を行う。利用者の状況によりケアプランを変更しながら適切に支援していく。３職種
が定期的に話し合いをもち、支援困難な状況にある利用者について事前に解決していく。
関連機関（区役所・民生委員・サービス事業者等）と協力し、利用者が自立した生活を送れるよう支援していく。
居宅介護支援事業者へ業務委託を行い利用者のケアマネジメントが滞りなく行えるように３職種で情報を共有する。

③実費負担
無し（通常のサービス地域をこえる地域に訪問・出張する場合の交通費は実費）

④その他（特徴的な取組、ＰＲ等）
予防のケアプランについて、地域ケアプラザの配置人員に対応可能な件数が決まっているため、それを超えた一部を外部
に委託する場合は、対象の事業所が一定の条件を満たしているか必ず確認する。介護度が変化した際には、利用者の負
担がないようなサービスの継続性を重視する。ケアマネジメントについてはできるだけ利用者が分かりやすく、実行が可能
な目標が立てられるようにする。また委託先の居宅支援事業とも利用者の介護予防プランを通して継続した支援関係を維
持していく。

⑤利用者目標
【単位：人】各月２１０人程度
(2)居宅介護支援事業
①職員体制
管理者　　１名（常勤兼務）　　介護支援専門員　　３名（常勤兼務１名）

②目標
ケアプラン作成にあたっては、利用者の身体の状況や生活環境を考慮し、介護保険制度の理念でもある自立を支援する。
また、ケアマネジメントの展開が難しい方（高齢者虐待など）は、地域包括支援センター職員と相談し関係機関と協働して支
援する。
介護支援専門員常勤換算あたり１名の契約目標を介護・予防含めて３９件とする。

③実費負担
●無し
④その他（特徴的な取組、ＰＲ等）
高齢者への虐待など、ケアマネジメントをすぐに展開することが難しい事例には、まず地域包括支援センターと協働し、必
要に応じた関係機関へと働きかけ、速やかに状況に応じた支援を展開する。
地域包括支援センターが開催するケアマネジャー向けの研修会等や内部・外部の研修会に積極的に参加し、ケアマネジメ
ントの資質向上に努める。
介護保険制度が改定する時期には、積極的に情報を収集し適正な運用を実施する。事業所として南区事業者連絡会「あっ
たかネット南」に協力するとともに、介護支援専門員の横のつながりを大切にしお互いの研鑽を図る。

⑤利用者目標
【単位：人】各月８０人程度
(3)通所介護・認知症対応型通所介護
①提供するサービス内容
　●相談援助（生活指導）等
　●日常生活動作訓練（機能訓練）等
　●健康状態の確認
　●入浴・排泄・食事・送迎等の各サービス

②実費負担
● １割負担分
（要介護１）　　　　　　６９２円
（要介護２）　　　　　　８１６円
（要介護３）　　　　　　９４７円
（要介護４）　　　　１，０７６円
（要介護５）　　　　１，２０５円
●入浴介助加算                      ５４円
●サービス提供体制加算Ⅰ２　　１３円
● 食費負担                         ７５０円

７　介護保険事業
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③事業実施日数
週　７　日
④提供時間
9：30　～　16：30
⑤職員体制
管理者                       １名（常勤兼務）
生活相談員                ３名（常勤兼務３名）
看護職員                   ５名（非常勤兼務５名）
機能回復訓練指導員   ５名（非常勤兼務５名）
介護職員                 １７名（常勤兼務３名、非常勤兼務１４名）
調理職員                   ４名
運転手                      ６名
事務員                      １名（常勤兼務１名）

⑥目標
通所介護では、『地域に必要とされるデイサービス』を目標に掲げ、安全で安心して利用できるデイサービスを目指す。利
用者のニーズを十分に把握し、利用者一人一人に寄り添った支援を実践する。またサービスの質を向上させるため、定期
的な職員研修を実施する。
安定した運営のために、新規利用者の継続的な確保、稼働率の向上を目指す。そのための方策として、積極的にデイサー
ビスの宣伝を行い、既存の関係あるケアマネジャーのみならず、広域の居宅介護支援事業所や地域住民への周知に努
め、信頼関係の構築に努め、利用者獲得に繋げる。また、利用者に対して利用回数の増加や臨時利用などを提案する。
キャンセルについてはその理由を分析し、利用者満足度の向上に努める。

⑦その他（特徴的な取組、ＰＲ等）
１日平均２８人（通所介護相当サービスを含む）を目標とする。
利用者ごとの利用状況等の報告をきめ細やかに行い、家族、担当ケアマネジャーとの信頼関係を構築する。
新規申込から１週間以内にサービス開始ができるように努める。
食事は日々の利用を考慮して毎日違うメニューを提供し、季節に合った食材を適時適温で美味しく食べていただくよう提供
する。年１回～２回利用者嗜好調査を実施して、メニューに反映する。また、毎朝送迎時に車の中で当日のメニューを発表
し、嫌いなものや食べられないものを確認しきめ細やかに対応する。
レクリエーションについては、全員で行う機能訓練の体操（棒体操やリズム体操など）や週替わりのレクリエーションのほ
か、自分らしさを大切にして利用者が選んで行う趣味の活動（習字、大正琴など）やゲーム（囲碁、将棋、オセロ、麻雀など）
も提供する。また、年間を通じて季節の行事（運動会、夏祭り、敬老会など）を実施し、季節を感じてもらうサービスを提供す
る。
デイサービスでは多くのボランティアに来ていただけるよう活動を用意している。その人に合った活動してもらい、利用者も
ボランティアも楽しめる地域と繋がりのあるデイサービスを展開する。

⑧利用者目標（述べ人数）
【単位：人】各月７４０人を上限として設定する。
(4)介護予防通所介護・第１号通所事業・介護予防認知症対応型通所介護
①提供するサービス内容
●相談援助（生活指導）等
●日常生活動作訓練（機能訓練）等
●健康状態の確認
●入浴・排泄・食事・送迎等の各サービス

②実費負担
● １割負分
（要支援１）　　　　１，７６６円
（要支援２）　　　　３，８７２円
●サービス提供体制加算Ⅰ２
（要支援１）　　　　　　　５２円
（要支援２）　　　　　　１０３円
●食費負担　　　  　　７５０円

③事業実施日数
週　７　日
④提供時間
9：30　～　15：20
⑤職員体制
管理者　　　　　　　　    　１名（常勤兼務）
生活相談員　　　    　　　３名（常勤兼務３名）
看護職員　　     　　　　　５名（非常勤兼務５名）
機能回復訓練指導員　　５名（非常勤兼務５名）
介護職員　　　　　　     １７名（常勤兼務３名、非常勤兼務１４名）
調理職員　　　　　　　     ４名
運転手　　　　　　　　      ６名
事務員　　　　　　　　      １名（常勤兼務１名）
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平成30年度地域ケアプラザ事業計画書
⑥目標
住み慣れた地域で暮らし続けることが出来るよう地域包括ケアシステムの一部を担うサービスを提供する。体操やレクリ
エーションを通した機能訓練の充実や食事などの日常生活の支援を利用者の意向を踏まえ提供し、いつまでも健康で生活
できるよう支援する。また、高齢者ボランティアを積極的に受け入れ、地域での社会参加の機会を提供する。

⑦その他（特徴的な取組、ＰＲ等）
要支援・総合事業対象者の利用者の登録目標を１ヶ月あたり２０人とする。
利用者ごとの利用状況等の報告をきめ細やかに行い、家族、担当ケアマネジャーとの信頼関係を構築する。
新規申込から１週間以内にサービス開始ができるように努める。
食事は日々の利用を考慮して毎日違うメニューを提供し、季節に合った食材を適時適温で美味しく食べていただくよう提供
する。年１回～２回利用者嗜好調査を実施して、メニューに反映する。また、毎朝送迎時に車の中で当日のメニューを発表
し、嫌いなものや食べられないものを確認しきめ細やかに対応する。
レクリエーションについては、全員で行う機能訓練の体操（棒体操やリズム体操など）や週替わりのレクリエーションのほ
か、自分らしさを大切にして利用者が選んで行う趣味の活動（習字、大正琴など）やゲーム（囲碁、将棋、オセロ、麻雀など）
も提供する。また、年間を通じて季節の行事（運動会、夏祭り、敬老会など）を実施し、季節を感じてもらうサービスを提供す
る。
デイサービスでは多くのボランティアに来ていただけるよう活動を用意する。その人に合った活動してもらい、利用者もボラ
ンティアも楽しめるよう地域と繋がりのあるデイサービスを展開する。

⑧利用者目標（述べ人数）
【単位：人】各月２０人程度を上限として設定する。



収⼊の部 （税込、単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

15,511,251 15,511,251 15,511,251 0 横浜市より

0 0 この列は入力しない

0 0 0 0

0 0 この列は入力しない

0 0 0 0

印刷代 0 0 0 0

⾃動販売機⼿数料 0 0 0 この列は入力しない

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0 0 この列は入力しない

その他（指定管理充当分） 0 0 0 0

3,587,500 3,587,500 3,587,500 0

646,889 646,889 646,889 0

19,745,640 0 19,745,640 19,745,640 0

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,258,000 0 11,258,000 0 11,258,000

9,701,000 9,701,000 0 9,701,000

1,402,000 1,402,000 0 1,402,000

0 0 0 0

42,000 42,000 0 42,000

0 0 0 0 ハマふれんど

113,000 113,000 0 113,000

0 0 0 0

930,000 0 930,000 0 930,000

10,000 10,000 0 10,000

201,000 201,000 0 201,000

0 0 0 0

50,000 50,000 0 50,000

321,000 321,000 0 321,000

0 0 0 0 0

横浜市への⽀払分 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

30,000 30,000 0 30,000

0 0 0 0

13,000 13,000 0 13,000

13,000 13,000 0 13,000

5,000 5,000 0 5,000

182,000 182,000 0 182,000

5,000 5,000 0 5,000

0 0 0 0

100,000 100,000 0 100,000

253,000 0 253,000 0 253,000

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

211,000 211,000 0 211,000

6,404,000 0 6,404,000 0 6,404,000

0 0 0 0 予算：指定額

3,330,000 0 3,330,000 0 3,330,000

電気料⾦ 1,085,000 1,085,000 0 1,085,000

ガス料⾦ 744,000 744,000 0 744,000

⽔道料⾦ 1,501,000 1,501,000 0 1,501,000

170,000 170,000 0 170,000

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

0 0 0 0

1,774,000 0 1,774,000 0 1,774,000

空調衛⽣設備保守 410,000 410,000 0 410,000

消防設備保守 120,000 120,000 0 120,000

電気設備保守 660,000 660,000 0 660,000

害⾍駆除清掃保守 39,000 39,000 0 39,000

駐⾞場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 545,000 545,000 0 545,000

178,000 178,000 0 178,000

478,000 478,000 0 478,000

900,640 0 900,640 0 900,640

0 0 この列は入力しない

900,640 900,640 0 900,640

0 0 この列は入力しない

0 0 この列は入力しない

0 0 0 0 0 この列は入力しない

0 0 この列は入力しない

0 0 この列は入力しない

0 0 この列は入力しない

19,745,640 0 19,745,640 0 19,745,640

0 0 0 19,745,640  19,745,640

211,000 211,000 0 211,000

211,000 211,000 0 211,000

0 0 0 0 0 ⇒自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

平成30年度　「横浜市永田地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動＞

収⼊合計

その他（施設使⽤料相当額 法⼈負担分）
その他（提案時控除     法⼈負担分）

⾃主事業収⼊
雑⼊

科⽬

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

指定管理料
利⽤料⾦収⼊
指定管理料充当 事業

⼿当計
健康診断費

本俸
社会保険料

科⽬

⼈件費

⽀出の部

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

その他
事務費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

振込⼿数料
リース料
⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当 事業

地域協⼒費
その他

清掃費
修繕費

光熱⽔費

管理費
建築物・建築設備点検

本部分

その他
公租公課

共益費

機械警備費
設備保全費

事業所税
消費税
印紙税
その他（     ）

事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）

⾃主事業収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可収⽀

当該施設分
ニーズ対応費
⽀出合計

差引

⾃主事業費収⼊
⾃主事業費⽀出



収⼊の部 （税込、単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

15,511,251 15,511,251 15,511,251 0 横浜市より

0 0 この列は入力しない

0 0 0 0

0 0 この列は入力しない

0 0 0 0

印刷代 0 0 0 0

⾃動販売機⼿数料 0 0 0 この列は入力しない

駐⾞場利⽤料収⼊ 0 0 0 この列は入力しない

その他（指定管理充当分） 0 0 0 0

3,587,500 3,587,500 3,587,500 0

646,889 646,889 646,889 0

19,745,640 0 19,745,640 19,745,640 0

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,258,000 0 11,258,000 0 11,258,000

9,701,000 9,701,000 0 9,701,000

1,402,000 1,402,000 0 1,402,000

0 0 0 0

42,000 42,000 0 42,000

0 0 0 0 ハマふれんど

113,000 113,000 0 113,000

0 0 0 0

930,000 0 930,000 0 930,000

10,000 10,000 0 10,000

201,000 201,000 0 201,000

0 0 0 0

50,000 50,000 0 50,000

321,000 321,000 0 321,000

0 0 0 0 0

横浜市への⽀払分 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

30,000 30,000 0 30,000

0 0 0 0

13,000 13,000 0 13,000

13,000 13,000 0 13,000

5,000 5,000 0 5,000

182,000 182,000 0 182,000

5,000 5,000 0 5,000

0 0 0 0

100,000 100,000 0 100,000

253,000 0 253,000 0 253,000

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

211,000 211,000 0 211,000

6,404,000 0 6,404,000 0 6,404,000

0 0 0 0 予算：指定額

3,330,000 0 3,330,000 0 3,330,000

電気料⾦ 1,085,000 1,085,000 0 1,085,000

ガス料⾦ 744,000 744,000 0 744,000

⽔道料⾦ 1,501,000 1,501,000 0 1,501,000

170,000 170,000 0 170,000

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

0 0 0 0

1,774,000 0 1,774,000 0 1,774,000

空調衛⽣設備保守 410,000 410,000 0 410,000

消防設備保守 120,000 120,000 0 120,000

電気設備保守 660,000 660,000 0 660,000

害⾍駆除清掃保守 39,000 39,000 0 39,000

駐⾞場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 545,000 545,000 0 545,000

178,000 178,000 0 178,000

478,000 478,000 0 478,000

900,640 0 900,640 0 900,640

0 0 この列は入力しない

900,640 900,640 0 900,640

0 0 この列は入力しない

0 0 この列は入力しない

0 0 0 0 0 この列は入力しない

0 0 この列は入力しない

0 0 この列は入力しない

0 0 この列は入力しない

19,745,640 0 19,745,640 0 19,745,640

0 0 0 19,745,640  19,745,640

211,000 211,000 0 211,000

211,000 211,000 0 211,000

0 0 0 0 0 ⇒自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

平成30年度　「横浜市永田地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動＞

収⼊合計

その他（施設使⽤料相当額 法⼈負担分）
その他（提案時控除     法⼈負担分）

⾃主事業収⼊
雑⼊

科⽬

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

指定管理料
利⽤料⾦収⼊
指定管理料充当 事業

⼿当計
健康診断費

本俸
社会保険料

科⽬

⼈件費

⽀出の部

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

その他
事務費

備品購⼊費
図書購⼊費

通信費
使⽤料及び賃借料

振込⼿数料
リース料
⼿数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当 事業

地域協⼒費
その他

清掃費
修繕費

光熱⽔費

管理費
建築物・建築設備点検

本部分

その他
公租公課

共益費

機械警備費
設備保全費

事業所税
消費税
印紙税
その他（     ）

事務経費 （計算根拠を説明欄に記載）

⾃主事業収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可収⽀

当該施設分
ニーズ対応費
⽀出合計

差引

⾃主事業費収⼊
⾃主事業費⽀出



平成30年４月１日～平成31年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

15283 0 15283 8171 0 8171 75059 0 75059 0 0 0

0 0 0 193 0 193 18660 0 18660 0 0 0

介護予防ケアマネジメント
費

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受託収入 0 0 0 193 0 193 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 18660 0 18660 0 0 0

15283 0 15283 8364 0 8364 93719 93719 0 0 0

0 0 0 15897 0 15897 67929 0 67929 0 0 0

0 0 0 1460 0 1460 3703 0 3703 0 0 0

0 0 0 17 0 17 8990 0 8990 0 0 0

0 0 0 0 0 0 7098 0 7098 0 0 0

11535 0 11535 0 0 0 3854 0 3854 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 11535 0 11535 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 3854 0 3854 0 0 0

11535 0 11535 17374 0 17374 91574 0 91574 0 0 0

3748 0 3748 -9010 0 -9010 2145 0 2145 0 0 0

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）

居宅介護支援 通所介護 予防通所介護・第１号通所介護

平成　３０年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市永田地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援



平成30年度　自主事業計画書

事業名

事業名

事業名

事業名

親子料理教室

実施目的：食育
実施内容：未就学児の親子を対象に料理の楽しみを体験
し、食の大切さを学ぶ。

実施回数: 2回
実施時期

6月、11月を予定

子育てサロン
「たんぽぽ」

横浜市永田地域ケアプラザ

【地域交流活動事業】

実施時期・回数

実施回数： 1回
実施時期：
4月15日

実施目的：地域の活性化と異世代交流のネットワークづく
り
実施内容：地域で活動している福祉保健活動団体をＰＲす
る場として、ブース出店（食べ物、手芸、健康チェック、
おもちゃ病院など）、ブラスバンド演奏・ダンベル体操・
認知症サポーター養成講座などをおこなう。祭りの運営に
ついては、実行委員会形式ですすめ、地域を主体にしてお
こなう。

目的・内容

実施目的：地域住民の交流
実施内容：大人向けの囲碁将棋クラブ

目的・内容等

実施時期・回数

実施目的：子育て支援
実施内容：未就園児とその保護者を対象にしたサロン。ボ
ランティアが子供達を見守り、自由に遊べるスペースを提
供。また、月に１度、４５分程度のお楽しみタイムを設け
る。お楽しみタイムとは、水遊びやクリスマス会など季節
に合った遊びを楽しむ。近隣の永田保育園やさくらザウル
スから講師の方に来て頂いて、協力してもらう場合もあ
る。

目的・内容 実施時期・回数

永田囲碁・将棋
クラブ

実施回数: 24回
実施時期：第２・

第３土曜日
午後１時～３時

永田支えあい祭
り

目的・内容

実施回数： 22回
実施時期：毎月第
１木曜日、第４水

曜日
 

午前10時～12時

実施時期・回数



平成30年度　自主事業計画書

事業名

事業名

事業名

事業名 実施時期・回数

障がい児者
支援企画
「カフェ・スマ
イル」

実施目的：知的に障がいがある中高生および成人の居場所
作り。
対象者：南区に在住の知的に障がいがある中高生および成
人
活動内容：ケアプラザで、プログラムは設けず、出入り自
由に、好きな時に来て、過ごせる時間を過ごす。

実施回数:1回
実施時期：

７月第4日曜日

育児講座
実施目的：地域の子育て支援
実施内容：健康相談、離乳食、他

実施回数：2回
実施時期：7月、2

月

目的・内容 実施時期・回数

障がい児
支援企画
「バオバブ」

実施目的：障がい児の余暇支援活動。
対象者：南区に在住の知的に障がいがある小学生と中学1
年生。
活動内容：スポーツ（風船バレーボールなど）やダンス、
料理づくりなどの余暇活動。

実施回数：数回

目的・内容等 実施時期・回数

お楽しみ講座

実施目的：誰もが気軽に参加できる講座を行う事で、普段
ケアプラザを利用していない方に、ケアプラザを知っても
らう機会とする。
実施内容：実施内容：ヨガ講座、エキサイトパンチ＆ト
レーニング、習字＆水墨画、永田の歴史講座、ガラスドー
ムづくりなど。

実施回数：4回
実施時期：未定

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容



平成30年度　自主事業計画書

事業名

事業名

事業名

事業名

子どもの見守り
ボランティア講
座

実施目的：地域の活動においては、次世代を担う担い手の
育成が急務となっていることから、新たなボランティアの
担い手を発掘し、子育て支援の充実を図る。
実施内容：保育ボランティアを養成する。

実施時期：2回
実施時期：7月～9

月

目的・内容 実施時期・回数

お味噌を作る会

実施目的：地域の方の集いの場づくりと、「味噌づくり」
を通じて、子育て世代とシニア世代の交流を図る。
実施背景：これまでお楽しみ講座の中で培ってきた知見を
すべてのサブコーディネーターが修得。サブコーディネー
ターが講師役となり、事業を実施する。

実施回数：１回
実施時期：1月～2

月

目的・内容 実施時期・回数

ボランティア交
流会

実施目的：ケアプラザで活動するボランティアの交流の場
作り。
実施内容：活動しているボランティアとの意見交換会。

実施回数：2回
実施時期：

7月、3月を予定

目的・内容 実施時期・回数

永田地域支えあ
いネットワーク

実施目的：日常生活圏域において、福祉保健活動を実施し
ている団体、グループ、個人等の連携をはかり、それぞれ
の活動の推進とともに、「地域の中で支えあう」地域づく
りを目指す。
実施内容：毎回テーマを決め、そのテーマに沿った情報交
換や意見交換を行っていく。

実施回数：1回

目的・内容等 実施時期・回数



平成30年度　自主事業計画書

事業名

事業名

事業名

事業名

子ども青少年向
け講座

実施目的：小学校PTAと連携を図り、地域向けに講座を開
催し、子どもの人権を守る、あるいは、暴力防止を考える
機会とする。
実施内容：CAP（子どもへの暴力防止を目的とした人権教
育プログラム）等の啓発講座を想定。

年１回
実施時期：未定

目的・内容 実施時期・回数

外国につながり
のある方交流事
業

実施目的：永田みなみ台地区には、多数の外国につながり
のある方が多数暮らしているが、その実態がつかめないこ
とが課題となっている。接点を持つ事で、ニーズを把握
し、地域で支えるきっかけづくりを目指す。また、実施に
あたっては、近隣の高校（横浜国際高校）のニーズを取り
入れながら、連携できることが望ましい。
実施内容：地域の住民と当事者とが交流が図れるような講
座（料理教室など）を開催する。

実施回数：１回
実施時期：未定

目的・内容 実施時期・回数

貸館利用団体交
流会

実施目的：ケアプラザを利用する各団体が一堂に会し、情
報共有を図るとともに、活動を促進し、地域福祉保健活動
を推進する。
実施内容：各団体会員に参加を促し、団体活動のPRや意見
交換をおこなう。

年１回
実施時期：未定

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容等 実施時期・回数

永田deはぐくむ
わくわく教室

実施目的：赤ちゃん学級（１歳未満の第1子など）の対象
とならない、あるいは卒業した保護者を対象に、（保育園
入園前の）保護者同士の交流と地域とのつながりづくりを
目指す。
実施内容：講義や実習を通し、親と子が楽しく学び、集う
講座を開催する。保育付講座とし、前述の保育ボランティ
ア養成講座を受講した方の活動の場としてスタートさせ
る。また、運営については、3地区の子育てサロンの担い
手にも関わってもらい、お互いのサロンの情報交換の場と
しても機能させることが望ましい。

実施時期：8回
実施時期：10月～3

月
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事業名

事業名

事業名

永田ビエンナー
レ国際児童画展
巡回展（新規事
業）

実施目的：南区在住の外国人は年々増えており、現在、横
浜市で3番目に多い状況である。永田にも多数の外国人が
住んでいることから、永田に住む地域の方に、絵画を通し
て、外国を紹介し、国際理解と国際交流を図る。さらに
は、各施設との連携を深める機会とする。
実施内容：カナガワビエンナーレ国際児童画展の選外作品
１００作品が寄贈されることになった。その絵画を小学
校、中学校、幼稚園などで掲示してもらい、一定期間絵画
展を開催する。

実施回数：年数回
実施時期：5月以降

目的・内容 実施時期・回数

地域のお祭り

実施目的：地域の活性化と異世代交流のネットワークづく
り
実施内容：地域の中で、ケアプラザのＰＲする場として、
ブース出店。

実施回数：年１回
実施時期：１０月

目的・内容等 実施時期・回数

年末大掃除大会

実施目的：ボランティアをする機会の提供と参加者間の交
流を図る。
実施内容：館内と周辺道路の清掃と、掃除終了後に、茶話
会を開催する。

実施回数：１回
実施時期：１２月

目的・内容 実施時期・回数
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事業名

事業名

事業名

横浜市永田地域ケアプラザ

【地域包括支援センター運営事業】

目的・内容等 実施時期・回数

認知症サポー
ター養成講座
（共催事業）

地域交流ＣＯ，生活支援ＣＯと連携をはかり、地域におけ
る認知症普及啓発を行っていく。地区社協、町内会、各老
人会との共催することで認知症の普及啓発を地域に浸透さ
せ、認知症になっても安心して生活できる町づくりを行
う。

各地区で2～3回

目的・内容 実施時期・回数

認知症キッズサ
ポーター養成講
座（共催事業）

成長途上にある子供たちに認知症のことについて正しく伝
えることで、身近にいる認知症高齢者に対して優しい気持
ちで向き合えるようにする。また実際に認知症高齢者に出
会った場合どのような対応をしたら良いか、考えてもら
う。
永田小、永田台小の5年生、永田中の3年生を対象とする講
座の開催。

各校1回

目的・内容 実施時期・回数

ケアマネジャー
勉強会

ケアマネネットワークに登録している地域のケアマネ
ジャーの自主的な活動とする。隣番制で担当事業所を決め
内容は事例検討、疾病勉強などケアマネ業務に関するもの
を勉強していく。また協力医である南永田診療所の水谷医
師の協力をえてケアマネの医療に関する知識の向上につと
めていく。

年6回
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事業名

事業名

事業名

横浜市永田地域ケアプラザ

【生活支援体制整備事業】

目的・内容等 実施時期・回数

地域の集いの場
マップづくり

これまで地域ケア会議や地区活動を通じて得られた情報を
デジタルマップを使用し、地図上に整理する。

平成３０年前期

目的・内容 実施時期・回数

サロンづくりの
支援

各地区で個人・町内会単位で「サロンを立ち上げたい」と
いう話を聞く。サロンの立ち上げが実現できるよう、支援
をする。

通年

目的・内容 実施時期・回数

生活支援に関す
るボランティア
講座

ちょこっとボランティアのきっかけになるボランティア講
座を実施。現在、すでに地域で活動している方の参加も含
め「ボランティア」とは何か、「生活支援」とは何かをイ
メージできるような講座を実施する。

３回シリーズ
（下半期）
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①募集対象者

事業名 ②募集人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

①地域住民 地活 70,000 0 0 0 70,000 0

②800名 包括

③無料 生活

①未就園児とその保護者 地活 30,000 0 0 9,000 21,000 0

②300名 包括

③無料 生活

①地域住民 地活 0 0 0 0 0 0

②150名 包括

③無料 生活

①地域住民 地活 1,500 4,500 0 0 6,000 0

②15組 包括

③300円 生活

①地域住民 地活 20,000 20,000 0 20,000 20,000 0

②50組 包括

③200～1000円 生活

①地域住民 地活 0 0 0 0 0 0

②15組 包括

③無料 生活

①障がい児 地活 20,000 10,000 0 20,000 10,000 0

②5組程度 包括

③200円 生活

①障害を持つ方 地活 5,500 500 0 0 6,000 0

②5名 包括

③100円 生活

①ケアプラで活動しているボランティ 地活 20,000 0 0 0 20,000 0

②活動しているボランティア 包括

③無料 生活

①地域住民 地活 30,000 0 0 0 30,000 0

②連絡会構成員 包括

③なし 生活

①地域住民 地活 7,000 13,000 0 0 20,000 0

②10名 包括

③1300円 生活

①地域住民 地活 20,000 0 0 10,000 10,000 0

②20名 包括

③無料 生活

①地域住民 地活 60,000 0 0 30,000 30,000 0

②30名 包括

③無料 生活

①貸館利用団体 地活 5,000 0 0 0 5,000 0

②30名 包括

③無料 生活

①地域住民 地活 10,000 0 0 10,000 0 0

②30名 包括

③無料 生活

①地域住民 地活 20,000 0 0 5,000 15,000 0

②20名 包括

③200円 生活

30,000

0

6,000

40,000

0

30,000

ボランティア交流会
年2回

永田地域支えあいネット
ワーク

20,000

外国につながりのある方
交流事業

6,000

子どもの見守りボラン
ティア講座

20,000

30,000

永田deはぐくむ わくわく
教室

子育てサロンたんぽぽ

永田囲碁・将棋クラブ

親子料理教室

お楽しみ講座

障がい児支援企画「バオ
バブ」

障がい児者支援企画「カ
フェ・スマイル」（新規事

業）

育児講座
年2回

70,000

永田支えあい祭り

指定管理料

収入

横浜市永田地域ケアプラザ

自主事業予算額

支出
総経費

【地域交流活動事業】

子ども青少年向け講座

60,000

味噌づくり講座

20,000

10,000

20,000

貸館利用団体交流会

5,000
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①貸館利用団体 地活 5,000 0 0 0 5,000 0

②30名 包括

③無料 生活

①地域住民 地活 10,000 0 0 0 10,000 0

②500名 包括

③無料 生活

①地域住民 地活 5,000 0 0 0 5,000 0

②500名 包括

③無料 生活

387,000 339,000 48,000 0 104,000 283,000 0

事業ごとに別紙に記載してください。

10,000

地域のお祭り

5,000

永田ビエンナーレ国際児
童画展巡回展（新規事

業）

年末大掃除大会

5,000
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①募集対象者

事業名 ②募集人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

地域、福祉保健関係者 地活

１０名程度 包括 0 0 0 0 0 0

０円 生活

地域 地活 （会場費）

１０名程度 包括 6,000 0 0 0 0 6,000

０円 生活

民生委員、ケアマネジャ 地活 （会場費）

２０名程度 包括 2,000 0 0 0 0 2,000

０円 生活

ケアマネジャー 地活

２０名程度 包括 0 0 0 0 0 0

０円 生活

地域 地活

１０名程度 包括 0 0 0 0 0 0

０円 生活

8,000 8,000 0 0 0 0 8,000

事業ごとに別紙に記載してください。

ケアマネジャー向け研修

0

介護者サロン

0

地域ケア会議

0

出張相談会・出前講座

6,000

民生委員とケアマネ交流会

2,000

横浜市永田地域ケアプラザ

【地域包括支援センター運営事業】

自主事業予算額

総経費
収入 支出

指定管理料
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①募集対象者

事業名 ②募集人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

①地域住民 地活

②２０名程度 包括

③０円 生活 20,000 0 0 0 0 20,000

①地域住民 地活

②３０名程度 包括

③０円 生活 30,000 0 0 5,000 0 25,000

①地域住民 地活

②２０名程度 包括

③０円 生活 15,000 0 0 5,000 0 10,000

65,000 65,000 0 0 10,000 0 55,000

事業ごとに別紙に記載してください。

地域の集いの場マップづくり

20,000

サロンづくりの支援

30,000

生活支援に関するボラン
ティア講座

15,000

横浜市永田地域ケアプラザ

【生活支援体制整備事業】

自主事業予算額

総経費
収入 支出

指定管理料
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